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   「健康日本２１」最終評価（概要）について          H23.10.13 

                                                                                  

Ⅰ はじめに（健康日本２１の策定と経過など） 

○ 「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本２１）」は、壮年期死亡の減少、健康寿命の延伸

等の実現を目的とし、平成 22 年度を目途とした具体的な目標を提示すること等により、関係機関

・団体等を始めとして、国民が一体となって取り組む健康づくり運動（運動期間は平成 12 年度か

ら平成 24年度まで）である。平成 19年４月に中間評価報告書を取りまとめた。

Ⅱ 最終評価の目的と方法 

○ 健康日本２１の評価は、平成 22年度から最終評価を行い、その評価を平成 25年度以降の運動の推

進に反映させることとしている。（平成 23 年３月から「健康日本２１評価作業チーム」を計６回

開催し、評価作業を行ってきた。）

○ 健康日本２１では９分野の目標（80 項目、うち参考指標１項目及び再掲 21 項目を含む。）を設定

している。これらの目標の達成状況や関連する取組の状況の評価などを行った。

Ⅲ 最終評価の結果 

  １ 全体の目標達成状況等の評価 

   ・９つの分野の全指標 80 項目のうち、再掲 21 項目を除く 59 項目の達成状況は次のとおり。Ａの「目 

  標値に達した」とＢの「目標値に達していないが改善傾向にある」を合わせ、全体の約６割で一定 

  の改善がみられた。 

               

 評価区分（ 策定時＊ の値と直近値を比較 ）   該当項目数＜割合＞      

     

     

     

     

     

    

Ａ 目標値に達した  １０項目 ＜16.9％＞ 

Ｂ 目標値に達していないが改善傾向にある  ２５項目 ＜42.4％＞ 

Ｃ 変わらない  １４項目 ＜23.7％＞ 

Ｄ 悪化している    ９項目 ＜15.3％＞ 

Ｅ 評価困難    １項目 ＜ 1.7％＞ 

             合 計  ５９項目＜100.0％＞ 

                            ＊中間評価時に設定された指標については、中間評価時の値と比較    

   【主なもの】 

   Ａ：メタボリックシンドロームを認知している国民の割合の増加、高齢者で外出について積極的態度 

     をもつ人の増加、80 歳で 20 歯以上・60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する人の増加  など 

   Ｂ：食塩摂取量の減少、意識的に運動を心がけている人の増加、喫煙が及ぼす健康影響についての十 

     分な知識の普及、糖尿病やがん検診の促進  など 

    Ｃ：自殺者の減少、多量の飲酒する人の減少、メタボリックシンドロームの該当者・予備群の減少、 

     高脂血症の減少  など 

    Ｄ：日常生活における歩数の増加、糖尿病合併症の減少  など 

    Ｅ：健診・保健指導の受診者数の向上 （平成 20 年からの２か年のデータに限定されるため） 

 

  ２ 分野別の評価 

    ・各分野（栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、たばこ、アルコール、歯の 

    健康、糖尿病、循環器病、がん）の指標項目ごとに達成状況と評価、指標に関連した施策、今後の 

    課題を取りまとめた。（特に直近実績値に係るデータ分析や課題などについて、コメントを加え、 

    評価の理由やポイントについて分かりやすく示した。） 
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  ３ 取組状況の評価 

   ・自治体における健康増進計画の策定状況は、都道府県 100％、市町村 76％であった。 

   ・98％の都道府県で健康増進計画の評価を行う体制があり、中間評価も実施されていたが、市町村 

    では約半数であった。また、健康増進施策の推進体制については、98％の都道府県で関係団体、 

    民間企業、住民組織が参加する協議会・連絡会等の体制があり、市町村でも７割弱を占めた。 

    ・都道府県の健康増進施策の取組状況については、９分野のうち「充実した」と回答した割合が高か 

     ったのは、がん（89％）、たばこ（83％）など、50％を下回ったのはアルコール（23％）と循環 

    器病（43％）であった。目標達成の状況は、今後の各自治体での最終評価の状況を踏まえた整理が 

      必要である。 

  ・市町村で各分野の代表項目で「充実した」と回答した割合が高かったのは、がん検診の受診者の増 

    加（66％）、特定健診・特定保健指導の受診者数の向上（61％）などであった。 

    ・健康日本２１推進全国連絡協議会の加入会員団体で、取組体制について担当者を決めたとする団体 

    は 81％と高く、他の機関や団体との連携や年度ごとに計画を立てた取組の実施も６割を超えた。 

 

Ⅳ おわりに（次期国民健康づくり運動に向けて） 

  １ 次期運動方針の検討の視点  

  ①  日本の特徴を踏まえ 10 年後を見据えた計画の策定 

  ② 目指す姿の明確化と目標達成へのインセンティブを与える仕組みづくり 

    ③ 自治体等関係機関が自ら進行管理できる目標の設定 

    ④ 国民運動に値する広報戦略の強化 

    ⑤ 新たな理念と発想の転換 

  ２ 次期運動の方向性 

    ① 社会経済の変化への対応 

      ・家族・地域の絆の再構築、助け合いの社会の実現（東日本大震災からの学び等） 

      ・人生の質（幸せ・生活満足度等）の向上 

      ・すべての世代の健やかな心を支える社会の在り方の再構築 など 

    ② 科学技術の進歩を踏まえた効果的なアプローチ 

      ・進歩する科学技術のエビデンスに基づいた目標設定 

      ・個々の健康データに基づき地域・職域の集団をセグメント化し、それぞれの対象に応じて確実に 

     効果があがるアプローチを展開できる仕組み 

      ・最新技術の発展を視野に入れた運動の展開     

    ③ 新規・重点的な課題（例） 

      ・休養・こころの健康づくり（睡眠習慣の改善、働く世代のうつ病の対策） 

      ・将来的な生活習慣病発症の予防のための取組の推進 

      ・高齢者、女性の健康 

      ・肺年齢の改善（ＣＯＰＤ、たばこ）  など 


